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4 本計画の全体像 

計画改定の背景、みどりの現状分析から整理されたみどりの課題と計画の改定方針、平成 11(1999)年策定「文京区緑の基本計画」の検証とこれを踏まえた新たな計画のあり方等に基づき、本計画は以下の構成の下、計画内容を示してい

きます。 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

           

 

 国の方針  
 SDGs実施指針(2016年)  【SDGs（持続可能な開発目標）
の推進】 

 都市公園法改正(2017年) 【官民連携による都市公園の活
用】 

 都市緑地法改正(2017年) 【市民緑地認定制度の創設】 
等 

 文京区の関連計画に位置づけられてきた方針  
 文京区都市マスタープラン(2011年) 【緑と水のネットワーク軸

の形成、緑視率の増加の誘導 等】 
 文京区環境基本計画(2017年)【緑の保全、水辺の保全 等】 
 文京区生物多様性地域戦略(2019年) 【公園・公共施設等に

おける身近な生物多様性の創出 等】 
等 

4  公園ガーデナー制度の活用推
進 

5  保護樹林・樹木制度の充実 

8  暑熱環境の緩和の視点から
のみどりのネットワークの形成 

9  緑化啓発事業の充実化 

 平成 11(1999)年策定「文京区緑の基本計画」  
 

区民、事業者、区が柔軟
に様々な役割を担うことで
課題を解決し、豊かな未
来を築いていくための道筋
を示すものとします。 
 
① 区民は区のサポートを
受け、自らの手でみど
りを生み出し、育てて
いきます。 

 
② 事業者は区のサポート
を受け、進んでみどりを
生み出し、育てていき
ます。 

 
③ 区は、継続的に取り組

んでいくべきみどり施策
を明確にし、注力して
いきます。 

民有地のみどりの活
用を促進します。 

利用しやすい公園づ
くりをさらに進めて
いきます。 

樹木の老朽化への
適切な対応を行いま
す。 

みどりのネットワーク
の形成を図ります。 

様々な場面での区
民参画の更なる促
進を目指します。 

将来に向けて、どのようにみどりを守り、育んでいくのかについての根幹となる考え方（計画の基本理念）は堅持していきます。 

1） まちなかのみどりを生み
出し育むことで、みどり
あふれるまちなみをつく
りだしていきます。 

2） みんなが利用しやすい
拠点となるみどりづくり
を進めていきます。 

3） 歴史的・文化的なみど
りを適切な形で継承し
ていきます。 

4） 人や生きものの暮らしを
支えるみどりのネットワ
ークの形成を図ります。 

5） 様々な主体の連携の活
性化を図ります。 

人々が手を携え、自然の母体であるみどりを愛し、守り、育みます。 そして、豊かな歴史・文化とともに未来の子どもたちに伝えます。 

計画の基本理念 

計画改定の背景 

重点施策 計画の改定方針 

まちなかで目に見えるみ
どりを、区内に広がる民
有地で増やしていく必要
があります。 

子育て世代の増加を踏
まえ、公園をより魅力的
なものへ更新していく必
要があります。 

歴史あるみどりの状況を
踏まえ、樹木の老朽化に
しっかりと向き合っていく
必要があります。 

人や生きものの暮らしを
支えるみどりについて、適
切にネットワークの形成を
図る必要があります。 

区民、事業者、区がさら
に積極的に関わり、互い
にみどりを高め合っていく
必要があります。 

 都の方針  
 都市づくりのグランドデザイン(2017年)【公共空間と民有空間とが一体となった緑の創出 等】 
 東京における土地利用に関する基本方針(2019年)【都市開発諸制度等の活用によるみどりの保全・
創出 等】 

 東京が新たに進めるみどりの取組(2019年)  
【都市開発諸制度の活用によるみどり創出、崖線・丘陵地・河川等のみどりの骨格の保全の推進 等】 

等 

1  市民緑地認定制度の活用 
目に見えるみどりの
充実を図ります。 

みどりの
課題 1 

リニューアルされた公園で子どもたちが思い思い
の遊びを楽しんでいます。 
それぞれの公園では、区民や事業者の手によっ
て、魅力的な空間が生み出されています。 

地域の記憶、歴史、文化を紡いできた庭園が継
承されています。 
まちなかの樹木は、様々な人々の見守りにより
健康度を確認し、維持・更新されています。 

人々は心地よいみどりの空間をたどりながら、思
い思いに歩いたりくつろいだりしています。 
これらのみどりやその周辺では、様々な生きもの
の鳴き声が季節感を感じさせてくれます。 

様々な人々が互いにコミュニケーションをとり、
みどりのまちづくりについての新たな発想がいた
るところで生まれています。 

新たな計画のあり方 10年後の将来像 10年間の取組方針 みどりの課題 

まちなかでは、公園、個人の住まいや民間の事
業所、大学等の様々な場所にみどりがあふれ、
うるおいのあるまちなみが広がっています。 

2  公園再整備の強化 

3  民間活力を活かした公園利
活用の検討 

6  樹木のチェック体制の強化 

7  公園における生物多様性に
配慮した管理・整備 

10 大学・事業者との連携 

みどりの
課題 2 

みどりの
課題 3 

みどりの
課題 4 

みどりの
課題 5 


